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お知らせ

• 本誌が「視党即害」と改名したのを機に、 新しい編渠長をむかえる こと になりま し

た。松井新二郎先生は、すでにご存知の方も多いと思いますが、東北大学視立欠陥学

諧師として学問の分野でも実絞がある一方、日本盲人カナタイプ協会常務理事、日本

盲人社会福祉施設協議会副会長など、幅広い活勁をされている方です。また、本誌の

発行元である 日本盲人福祉研究会の副会長でもあり 、国立東京視力節害セソクーにお

られたことから、視箕即害者のリハビリテーショ ソにも詳しい方です。視箕節害のあ

らゆる分野に粕通しておられる先生ですので、 本誌が新規一転、再出発するにはうっ

てつけの編染長といえましょう。 新編染長のもと、本誌がさらに充実し、発展するこ

とを、 読者のみなさまとともに期待したいものです。

•前号（ 「新時代」 1976年第 3 号No.30) で、この号から誌名を 「視覚即害」にかえる

とともに、B5判、主な使用活字9ボイントにすることをお知らせいたしましたが、本

号の編渠作業に入ってから、 B5判で同じ程度の内容を保つには、 1冊の重さが 100

gを越えることがわかりました。 1009を越えますと、郵送料が140円から一気に200

円となり、現在の購読料ではその値上り分をとうていカバーできないこともわかりま

した。あちらこちら折衝しましたが、それだけの財政負担をしてくれるところもなく、

やむなく元どおりのA5判にすることになりました。少しでも見栄えがよく、 読みや

すいことを心掛けたのですが、このような理由から実現できませんでした。あしから

ずご了承ください。

•昭和48年10月、 「新時代」が一般向け雑誌になり、みなさまにご愛読いただいて 3

年になります。私事になりますが、これを機に編集の任を解かせていただくことにな

りました。この 3年間、 読者のみなさまは言うに及ばず、快く執筆を引き受けてくだ

さった諸先生方のご協力があったからこそ、私のような者でもなんとか無事に発行を

続けてくることができたものと心から感謝しております。 今後も編渠委員の一人とし

て残りますし、 事情の許す限りお手伝いもしたいと考えており ますので、前にもま し

てご鞭撻いただきますようお願い申し上げます。 （田中 徹二）
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。



編集後記

リハピリテーションの最終 ゴールは戦業の 自立にあるといわれてお ります。また、

視党仰害者に対する社会の偏見を とりのぞき、他常名との平^ 、f感を丈証するのは、視

党即害者の恥染能力にある ともいわれており ます。 したがって、祝虹印古名はその残

存する能力を開発し、逸性にむ炉づ く囮如れを近択し、社会の任済活妙；こ参加することが

重要なこと はいうまでもありません。この応，味；こおいて、,iiiりでば、古未よりの伝杭あ

る視庭節害者の晩業としての、三原必について特リ：・をいた しましたが、本 りにおいて

は、引きつづき視邸障害者の労働 問題に主体をおし、て尻集いた しました。謡名のみな

様の ご慈見をお寄せいただければ幸いです。

なお、辿眩しており ました香川すみ子先生の“普通幼稚園 こ就図する盲幼児の指祁＂

ならびに藤井聡尚先生の国内文献の紹介ば、両先生のやむを得ない御部合iこより、本

号においては休載させていただきました。次号においては従曲通り掲載を予4してお

ります。 (11 1 1: j’ii _ •. L! ;) 
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